
平成２４年度の実証校（小学校）における

中間報告の概要

平成２４年１０月１８日

資料４
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（１）東日本地域（ＮＴＴコミュニケーションズ）

実証校：石狩市立紅南小学校
寒河江市立高松小学校
葛飾区立本田小学校
長野市立塩崎小学校
内灘町立大根布小学校
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項目 運用状況 ２年目との比較 運用を踏まえた課題・分析・留意点等

タブレットＰＣ ・生徒数増への対応と、予備機増強

のため、100台程度追加し5校計約
2000台を運用中。

・4～7月の故障件数は、メーカー修

理と、それ以外の軽微なもので、5
校計90件（4.5%）であった。

・1教室あたり予備機は平

均2台→5台に増強。

・修理後のリカバリ作業を
、バッチ処理により省力

化。

・自立的な運用を見据え、更なる故障事例の積

み上げと分類を行う。

・故障発生率を踏まえた、適切な予備機数の検
討。

インタラクテ

ィブ・ホワイト
・ボード

・利活用場面の増加に伴い特別教

室3カ所へ追加し、5校計72台を運
用中。

・4～7月に6件の動作不良が発生、メ

ーカー作業員を手配して機器内部
のクリーニングを実施。

・附属ペンのキャップ部破損が18件
発生し、交換した。

・本体故障の発生に伴う

故障修理手配を実施。

・2年目までは本体の故障
や動作不良が発生して

いないため、整備点検等
を実施していないが、今

年度は整備点検を実施
予定。

・自立的な運用を見据え、更なる故障事例の積

み上げと分類を行う。

・故障発生率を踏まえた、適切な予備機数の検
討。

・学校特有であるチョークの粉、校庭からの土埃
などによるセンサ部分の汚れへの対処として、

一定期間中の整備点検が必要となる。

無線ＬＡＮ、

ネットワーク
（クラウドを

含む）

・クラス数増への対応と、利活用場

面の増加に伴う特別教室への追加
で、無線LANアクセスポイントを12

台追加し5校計204台で運用中。

・無線LAN環境の更なる

セキュリティ強化のため、
SSIDブロードキャストを
停止するSSIDステルス

機能を有効化した。

・SSIDステルス機能の有効化に伴い、タブレット
PCの予備機を充当する際の設定作業が煩雑

化する可能性があり、影響を分析予定。

ＩＣＴ支援員 ・3年目となりICT環境の運用に精通

し、効率的に実施中。

・教員との打ち合わせにより授業意
図を把握した教材提案、授業中の

ICT利活用支援を実施中。

・5校間で事例共有し、各校内でICT

利活用の推進役を担っている。

・ICT利活用機会を増やす

ことに加え、3年目はより
効果的な利活用場面の

模索が中心に。

・自立的な運用を見据え、教材作成や授業支援

で得られたノウハウを集め、ICT利活用簡易ト
ラブル・教材作成ノウハウ集として作成予定。

実証３年目におけるICT環境の運用状況
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災害時のＩＣＴ環境の利活用に関する実証

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

・学習用とは異なるOSで起動する機能を備えた児童用タ
ブレットPCを用意し、公開授業等で保護者や地域関係者

が来校する機会を利用して、操作体験とヒアリングを行う。

・被災者の持込端末に対し、一時的に無線LAN環境を開
放する実証を行い、端末のセキュリティ要件、ICT環境への

影響極小化を検討する。

・既設の校務用LANで緊急地震速報を受信中の紅南小学
校では、フューチャースクールのICT環境での受信可否を

検証し、児童向け防災訓練を想定した実証を行う予定。

・実証結果を踏まえ、防災担当部署、教育委員会、実証校へヒアリング
を行い、災害時のICT環境の利活用に関する課題を抽出する。

・保護者や地域関係者をヒアリング対象とすることにより、災害時に学
校のICT環境を利用する側の視点で、課題や留意点の抽出を行う。
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学習履歴の記録・活用方策について 【東日本】

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

・学習履歴管理機能を有するｅ－ライブラリ、学習探険ナビの

２つのアプリケーションを活用した授業実践を、塩崎小、大根
布小で行う。教員に対しては、必要な操作説明を行い、学習
履歴の活用を想定した授業実践を実施する。

・授業実践後、教員へのヒアリングにより利便性を検証・評価
する。また、記録すべき学習履歴の種類、効果的なデータ管

理・分析方法について、ヒアリング結果に基づき地域協議会
座長らで評価し、要件整理を実施する。

・8月下旬，教育用アプリケーション開発会社より実証校を訪問し，１

人１台のタブレットＰＣ環境において教員向けに提供される学習履歴
管理機能の概要と，児童にとっての操作面の課題と改善策について

意見交換を行った。

・9月上旬、信越地域協議会の座長へ実証方法を説明し、ヒアリング
項目の検討を依頼。北陸地域協議会座長と連携し、塩崎小、大根布

小で同項目のヒアリングを実施する予定とした。

・現在授業実践で活用中であり，12月上旬にヒアリングを実施し、要
件整理を実施予定。

■学習履歴を取得できるアプリケーションを活用した
タブレットＰＣでの学習例

■学習履歴の取得例

個別学習での活用

タブレットＰＣ画面例

回答に対する
結果を表示 学習履歴管理機能の画面例

児童毎の正答率を表示
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既存環境とデジタルの連携方策について 【東日本】

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

・ドキュメントスキャナーとデジタルペン等を活用し、紙や黒板

といった既存環境の長所と、デジタルの長所の効果的な連携
方策に関わる授業実践を、高松小、大根布小にて行う。

・一例として児童の提出物であるプリント等をネットワークスキ

ャナで読み込み、児童毎の個人フォルダもしくはＩＷＢへ格納
し、読み込んだデータをＩＷＢもしくは液晶テレビ上に表示させ
、ペンタブレットにより書き込み指導を行う等の場面を想定。

・校内に1台のドキュメントスキャナーを配備し、教員室等に設置した

場合と、利用時に教室へ移動する場合を想定し、授業実践における
利便性の観点から、ヒアリング等を通して、有効な利用方法を検討
予定。

・デジタルペンについては、段階的な環境整備の一環としても捉え、
IWBの利便性との差異についてもヒアリング等を行う予定。

■掲示物をＩＷＢへ

大判紙に拡大印刷・掲示していた
作品をＩＷＢへ

■タブレットＰＣとの併用

名前：○○○○

前時の自己紹介作成時に欠席した児童が，
手書きの自己紹介文をＰＤＦ化することにより，
タブレットＰＣで自己紹介を作成した児童と共に
交流学習に参加（P.7の特徴的なＩＣＴ利活用
事例②を参照）

■プリント教材等を
ポータルサイトへ

プリント教材や学習
成果をポータルサイ
トへ保存し，実証校
間で共有
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予算制約下でのＩＣＴ環境の段階的な構築、利活用方策について 【東日本】

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

・ネットワークの提供形態別に、校内LANで完結する場合、ク

ラウド(校内補完サーバを含む)を利用する場合、インターネ
ットを利用する場合、移動体通信網を利用する場合の4区分

で、構築面、運用面、コスト面の課題を抽出した。

・今後、3年間の実証を踏まえ、それぞれのカテゴリ、ICT環
境導入パターンに応じたICT利活用方策を分類予定。

・ １人１台環境の普及に向けた段階的な環境整備の一環として、導入
ステップの検討を行う。

・導入途中の段階では、全学年・クラスに１人1台環境が配備されない

ことも想定されることから、3年間の調査研究を踏まえた協働教育等

の実現と比較して、運用面、利活用面、利便性で制約や課題があるこ
とが考えられ、それらについて検討する必要がある。

無線LAN
コントローラ

IPSec通信クラウド基盤

協働教育補完

サーバー等

フレッツ網

教員用

・・・

協働教育
プラットフォーム

・・・

・教室内に2台の無線
アクセスポイント

・1人1台のタブレット
PC

■予算制約下での検討課題
・ネットワークやサービスの利用形態別
に構築面，運用面，コスト面から分析

■目指すべき１人１台のICT環境
・冗長性の高いシステム導入
・クラウドサービスによる運用

・校内サーバーによりクラウドを補完

・クラウドサービスを利用

児童用

IWB

【クラウドを利用する構築パターン】

・システム管理機能とアプリケーションの運用を，クラ
ウドと校内補完サーバとの間で分担して実現

【校内ＬＡＮで完結する構築パターン】

・校内サーバにより，仮想化技術を用いたプライベー
トクラウドを運用

【インターネットを利用した構築パターン】

・ウィルス管理，ＵＲＬフィルタリング等を校内サーバで
実現もしくはクラウド基盤のサービスで実現

【移動体通信網を利用した構築パターン】

・家庭からのネットワーク接続環境の有無により異な
る，タブレットＰＣの持ち帰り学習の実現（P.8の特徴的
なICT利活用事例③を参照）
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8

特徴的なＩＣＴ利活用事例①

タブレットPC及びIWBの利活用状況 課題・留意点

・本田小2年生の生活科「図書館探検をしよう」の単元で、地

域の公立図書館に行き、タブレットPCを活用して取材記録
をとり、その後数回の授業でタブレットPCを活用して資料に

まとめ、クラス全体で図書館のガイドブックを作成した。

・各自の資料をIWBに拡大表示して図書館探検の成果を発
表したり、鑑賞を通じて気づいた点などを話し合った。

・写真を活用することで、探検場面を思い出したり、より注意深く観察し

て資料にまとめることが可能であった。

・1年生時からのICT活用により操作に習熟しているが、アプリケーショ
ン毎に固有の機能について、その都度質問対応をしなくて済むよう、

操作方法を簡易にまとめて黒板に掲示していた。

①タブレットPCを持って地域の公立図書館へ。

図書館スタッフの案内で館内を探検し、内蔵カ
メラで撮影し、インタビューを行う。

②図書館探検で気づいたことを、ワークシート
に写真と文章でまとめる。4人グループ内で発

表し、気づいたことをまとめた後、グループ学
習の成果をクラスで共有した。

③手書き文字認識を活用した作品例

［校外活動でのタブレットＰＣ活用例］

【東日本】
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特徴的なＩＣＴ利活用事例②

タブレットPC及びIWBの利活用状況 課題・留意点

・9月から1月頃にかけて、大根布小の企画により高松小、本

田小、足代小の4年生が各3回程度の交流授業を予定。

・タブレットＰＣで自己紹介、学校紹介、地域紹介資料を作成
する。成果物は協働教育プラットフォームを介して学校間で

共有する。

・学校間をWeb会議でつなぎ、ＩＷＢの画面越しに対面交流。

準備段階における教員間打ち合わせにもWeb会議を使用。

・ＩＣＴ環境の異なる西日本地域の実証校との間でシステム要件を確認

し、実施方法、資料授受方法、ネットワーク接続の安定性を事前確認
する必要があった。

・2、3回目の交流授業は、グループ単位でタブレットＰＣを使用してWeb

会議で交流する計画であり、ICT環境の運用面の課題を抽出予定。

・準備段階から交流授業後の振り返りまでの一連の流れの中での、効

果的なICT利活用シーンを抽出予定。

1回目の交流授業時点での成果等：
・本田小で児童が作成する学級新聞に、交流授業の感想を紹介。

・大根布小の児童の感想によれば、「IWBで相手の顔が見えたら緊張が解けた」、「相手校の自己紹介が詳しくてわかりやすかっ
た」「大きな声で上手に発表していた」「お互いの地域のことをもっと教えあいたい」といった肯定的な意見が多数であった。

①本田小（IWB画面内）との1回目の交流授業 ③高松小（IWB画面内）との教員打ち合わせ②大根布小からのクイズ問題例

［フューチャースクール実証校間での協働教育の例］

【東日本】



10

特徴的なＩＣＴ利活用事例③

タブレットPC及びIWBの利活用状況 課題・留意点

・高松小6年生の社会科「三人の武将と全国統一」の単元で

、6月中～下旬の2回の週末にタブレットPCを持ち帰り、調
べ学習を実施。

・1回目はインターネット上の動画素材を用いた調べ学習で

あることから3G通信端末を添えて持ち帰り、2回目は調べ
た結果を発表資料にまとめる学習であることから、ファイル

をタブレットPCにローカル保存して持ち帰った。

・児童によれば、1回目については3G通信端末を使ってスムーズに視

聴し、ゆっくりと調べ学習ができたと好評であり、2回目については自
分のペースで発表資料を作れて良かったという声と、教育用アプリケ

ーションの操作方法がわからないと、資料作成が先に進められなかっ
たという声があった。

・教員からは、1週間程欠席が続いた児童が、週末の家庭学習で追い

つくことができたとの声があった。ICT支援員からは、23年度に各タブ
レットPCに対し、通信接続用の設定を済ませていることから、今年度
はその環境を活かすことができ、トラブルはなかったとの報告であっ

た。

①3G通信端末の事前動作確認 ②タブレットPCを入れた持ち帰り用バック
を肩から掛けて下校

③グループで相談しながら、各自の発表資
料を仕上げ、IWBに拡大表示して発表

［タブレットPCの持ち帰りによる学校・家庭間連携の例］

【東日本】



（２）西日本地域（富士通総研）

実証校：大府市立東山小学校
箕面市立萱野小学校
広島市立藤の木小学校
東みよし町立足代小学校
佐賀市立西与賀小学校
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項目 利活用状況 ２年目との比較 運用を踏まえた課題・分析・留意点等

タブレットＰＣ ・夏休み期間中に、藤の木小学校、

足代小学校で持ち帰り学習を実施

・東日本地域の実証校と交流学習を
実施

・放課後学習、クラブ活動（吹奏楽部
等）で利活用

・データ通信カードを用いた持

ち帰り学習を実施

・タブレットPCの利活用場面が
拡充

・平成25年度以降を見据え、実証校が自立

的にタブレットPCを運用できるICT環境の
検討

・授業中のバッテリー切れ回避に向けたサ

ブバッテリーの活用等の検討

インタラクテ

ィブ・ホワイト
・ボード

・タブレットPCと連携した協働教育を

実施

・他校との教員研修や地域の活動、
学校行事等で利活用

・デジタルサイネージとして、

IWBの利活用場面が拡充

・外光によるディスプレイの映り込みを軽減

する画面フィルターを貼付、またはカーテ
ンを調達することで、視認性に関する課題

を昨年度解決済み

・その後、利活用に係る要望はない

無線ＬＡＮ、

ネットワーク
（クラウドを

含む）

・デジタルカメラに無線LANの通信機

能を付加する無線LAN機能付きメ
モリカードを授業で利活用

・移動式無線APを体育館に設置し、

授業や学校行事等で利活用

・無線LANを介した機器間通信

（M2M）による新たなICT機器
（無線LAN機能付きメモリカー

ド、スキャナー等）利活用を推
進

・移動式無線APにより、無線

LANの利活用場面が拡充

・無線LANの通信品質向上に向けたチュー

ニング方法の検証

・外部から校内ネットワークに接続する際の
技術面、運用面の課題の検証

ＩＣＴ支援員 ・平成23年度と同じ要員が従事し、

機器メンテナンス、新任教員向け
研修会等を実施

・ICT支援員間の情報共有を図るた

め、交流会を実施

・教員がICT機器操作に習熟し

たこともあり、授業への立会
依頼が減少

・平成25年度以降を見据えた実証校が自

立的にICT環境を運用できる体制、ICT支
援員の業務標準化等の検討

実証３年目におけるＩＣＴ環境の運用状況
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災害時のＩＣＴ環境の利活用に関する実証

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

本事業のICT環境を活用し、SNS等のコミュニケーシ

ョン手段により、安否確認等の迅速化、関係者間と
の共有を図ることができるか、運用の観点から検証

・安否情報の関係者間の迅速な共有

・安否情報の集計が手作業のため、自動化等省力化方策を検討

実施場所：広島市立藤の木小学校

実施日：2012年10月12日（金）10：00～

1年1組

担任

校舎

…

児童

2年1組

担任

…

児童

…

運動場

…

児童

…

児童

担任

担任

教頭

点呼

点呼
報告

報告

…

災害用
情報コンセント

移動型
無線AP

校長

安否
確認表

情報発信者

1年1組

2年1組
保護者等

・1年1組
・31名在籍
・30名確認
・1名欠席

安否情報

発信

安否情報

確認

緊急放送

（教頭）

避難

（児童・教員）

人員確認・報告

（担任教員）

全体把握

（校長・教頭）
火災発生

インターネット

支援者

クラウド

サービス

投稿した単位でテキスト

データとして抽出が必要

記録

2-1、在籍24名、…

2-1、在籍24名、…

2-1、在籍24名、…

確認
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学習履歴の記録・活用方策について

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

紙媒体のテストの採点結果をデジタル化し、データベ

ースとして蓄積するアプリケーションを活用し、学習履
歴の記録・活用方策に向けた実証研究を準備中（藤
の木小学校にて実証予定）。

・テスト用紙に記入された手書きの採点結果を正確に文字認識し、各児童の

採点結果をデータベースとして蓄積できるか、検証

・学習履歴の記録・活用方策の効果、運用上の課題を検証

従
来
の
運
用

本
実
証
研
究
で
の
運
用

教員

教員
スキャナー

タブレットPC

デジタル
情報

教員
・バーコードシールに基づいて、

個人を識別
・採点結果を個人のデータベース

に入力

採点

結果

テスト
（アナログ情報）

氏名：
富士通太郎

テスト
（アナログ情報）

fr234

バーコード
シール貼付

事前に児童が紙媒体に

個人のバーコードシールを貼付

テストの回収・採点 採点結果の入力・管理

テストの

回収・採点

テストの

回収・採点
文字認識結果の

確認・修正、管理

読取・仕分け

教員

採点結果の

入力・管理

・児童ごとに採点結果を
入力・管理

・校務システム等に入力

自
動
化

複数のテストを短期間で入力し、
児童への返却が必要
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既存環境とデジタルの連携方策について

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

テストや作文等のアナログ情報の成果物も含め、学

習成果をデジタル情報として一元的・効果的に管理す
るため、スキャナーとバーコードシールによる紙とデジ
タルの連携方策を足代小学校で検証

・スキャナーによる紙媒体のデジタル化、バーコードシールによる個人フォル

ダへの自動仕分けを確認

・採点前のテスト用紙をデジタル化し、タブレットPC上で即座に自分の回答

を振り返るなどの場面で活用

アナログ情報をデジタル情報に変換 デジタル化された情報を個人別に仕分け

スキャナー

タブレットPC

教員

手作業で各ファイルを

確認し、該当する児童の
個人フォルダに人数分仕分け

教員

従
来
の
運
用

本
実
証
研
究
で
の
運
用

スキャナー

タブレットPC

回収

回収

校内サーバ

Ａさん用
フォルダ

Zさん用
フォルダ

・
・
・

・ファイル内容の確認
・ファイル名の変更
・個人フォルダへの仕分け

Ａさん用
フォルダ

Zさん用
フォルダ

・
・
・

校内サーバ

バーコードシールに基づき、

指定フォルダへ自動で仕分け
（人による作業を廃止）

自
動
化

プリント
（アナログ情報）

氏名：
富士通太郎

プリント
（アナログ情報）

fr234

事前に児童が紙媒体に

個人のバーコードシールを貼付

デジタル
情報

デジタル
情報

デジタル情報
（Aさん）

デジタル情報
（Aさん）

バーコード
シール貼付

読取・仕分け

読取 仕分け

教員
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予算制約下でのＩＣＴ環境の段階的な構築、利活用方策について

実証方法 実証を踏まえた課題・分析・留意点等

実証校が自立的に運用可能なICT環境に設定変更

上記を踏まえ、最低限必要となるインフラ基盤の標準
仕様と、予算規模に応じて検討するICT機器の個別

仕様に分け、ICT環境の仕様を検討

・教員や児童の異動に伴う設定変更を必要としないアカウント管理、ファイル

管理等について、技術面、運用面から検証

・ランニングコストの抑制を考慮し、リモートメンテナンスや環境復元等につい

て、運用面から検証

ネットワーク

無線AP：準拠規格（IEEE 802.11a/b/g/n）、電源供給方式（PoE方式、AC電源） 等

校内有線LAN：回線速度（100BASE-TX、1000BASE-T、10GBASE-TX等） 等

ファイル管理
クラウド：リソース（仮想サーバの性能、容量等） 、OS、稼動保証 等

校内サーバ：リソース（CPU、メモリ、ストレージ等） 、OS 等

基本ソフトウェア
運用管理ソフトウェア：アカウント管理、フィルタリング、ウィルス対策、バックアップ 等

アプリケーション：協働学習ツール、文書作成ソフト 等

端末
タブレットPC：形状（ノートPC型、スレート型） 、画面サイズ、処理速度、記憶容量、OS 等

IWB：画面サイズ、表示方式（プラズマ型、液晶型等）、設置方式（スタンド式、スライド式） 等

周辺機器 入出力機器：デジタルカメラ、実物投影機、Webカメラ 等

標
準
仕
様

個
別
仕
様

インターネット回線：帯域、サービス種別 等

ソフトウェア コンテンツ：手書きドリル、デジタル素材、電子模造紙 等
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特徴的なＩＣＴ利活用事例①

タブレットPC及びIWBの利活用状況 課題・留意点

・デジタルカメラに無線LANの通信機能を付加する無線LAN

機能付きメモリカードを活用

・教員が机間巡回時にデジタルカメラで児童のノートを撮影
し、デジタルカメラとIWB用PC間で自動転送することにより、

即座にIWBで発表、クラス全員で共有

・無線LAN機能付きメモリカードの使用にあたり、無線LANのネットワー

クに接続するための制約条件、デジタルカメラとの相性等、環境構築
時に動作検証が必要

・上記を踏まえ、利活用モデルを想定した事前検証が必要事項と想定

普通教室

無線ＡＰ

教員

自動

転送

・・・

児童

②デジタルカメラで撮影した児童

のノート等の画像をIWBで発表や
クラス全員で共有

①教員が机間巡回時に、

デジタルカメラで児童の
ノート等を撮影

デジタルカメラ

（無線LAN機能付き
メモリカード含む）

IWB

アップ

ロード

画像
（ノートの
写真） 画像

（ノートの
写真）
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［機器間通信（M2M）を活用した紙媒体による協働教育の場面］
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特徴的なＩＣＴ利活用事例②

タブレットPC及びIWBの利活用状況 課題・留意点

・5年生、6年生を対象に夏休み期間中、データ通信カードを

用いた家庭での学習を実施

・各児童が家庭からインターネット上の電子模造紙ソフトに接
続し、意見交換を実施

・現在、クラウドへの接続はIPアドレスによるフィルタリングを講じている

が、動的なIPアドレスが割り振られるデータ通信カードではフィルタリ
ングが困難なため、新たな接続制御の方式等を要検討

・今後、家庭のインターネット環境ではなく、データ通信カードを使用す

る場合、通信費用の負担のあり方について要検討

インター
ネット

児童A

家庭

児童Z

家庭

…

電子模造紙ソフト学校

…

児童Z

児童A・タブレットPC

・ACアダプタ
・データ通信カード

インター
ネット

タブレットPC等の配布 家庭への持ち帰り 家庭での学習（児童間の意見交換）

フィルタリングソフトで

接続可能なWebサイト、
利用可能時間を制御

インターネット接続マニュアル

を作成し、児童が学校内で
事前に検証

個人の合計書込回数（5年生22名）

N：427回
（実施期間：19日）
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［データ通信カードを用いた家庭での協働教育の場面］
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